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　女性と茶の湯
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　本研究では明治・大正までの近代において、どのような女性を対象にして「茶の湯」が広ま
っていったのかと、それらの女性にとって「茶の湯」とはどのような意義を持っていたのかを
明確とすることを目的とした。結論は、明治・大正時代の上流女性にとって茶の湯が必須の諸
芸となったからであるとした。これまで熊倉功夫、籠谷真智子から、跡見女学校を始めとした
高等女学校の学科目に茶の湯が取り入れられたことによって、女性の間で茶の湯が広まったと
述べられてきた。高等女学校の教育の中に茶の湯がしっかりと根をおろし、女性の教養として
必須のごとく思いなされるようになるのは大正時代以降であり、ほぼ、大正後期から昭和にか
けて、男性から女性へと茶道の世界で、主人公が交代する時期だったと言われてきた。だが、
この考えには、教育界側が熱心に「茶の湯」を取り入れたのか、高等女学校側の独自の考えの
もと取り入れられたのかの検討がなされていないという。小林善帆は『「花」の成立と展開』
で、東京女子高等師範学校付属高等女学校、華族女学校、跡見女学校、フェリス和英女学校、
神戸女学院、同志社女学校、京城第一公立高等女学校、京都府立京都第一高等女学校、大坂府
立岸田高等女学校、滋賀県立愛知高等女学校の十一校の高等女学校で茶の湯が学科目として取
り入れられているが、東京女子師範付属高等女学校の学科目や教育令から、当時の文部省は茶
の湯を高等女学校の学科目として熱心に取り入れることを奨励してはいないと言う。また、茶
の湯は行儀作法の一助となるものとして高等女学校の学科目に取り入れられ教えられるように
なったからだとも説明されてきた。しかし、この考えが当時どの程度人々に定着したものであ
ったのかについても曖昧である。『女子職業案内』「婦人修養と実際』では、礼法として茶の湯
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を習うことを否定しており、近代に入ってから多く出版された近代礼法書でも、茶の湯は諸芸
として扱われている。高等女学校の礼法授業に用いられたと思われる『作法書』「贈訂改版
女子普通作法教科書』『女子作法教科書』『礼儀作法精義』では、茶の湯は取り挙げられておら
ず、近代において茶の湯は礼法とは考えられていなかったようだ。高等女学校で使用されたで
あろうこれらの礼法教科書に茶の湯が挙げられていないことからも、当時の文部省が高等女学
校学科目に茶の湯を積極的に取り入れようとしていなかったことがわかる。近世においても同
様の考えであったようで、近世礼法の大家であった小笠原流では茶の湯は礼法に係ると認めて
いるはいるが別物として考えていた。これまで説明されてきた熊倉功夫、籠谷真智子の説は間
違っていると言える。
　明治・大正において、茶の湯が女性の間で広まったのは、上流女性にとって茶の湯が必須の
嗜みだったからである。上流の近世女性が茶の湯を嗜んでいたことは、谷晃「茶人たちの日本
文化史』、谷端昭夫『近世茶道史』、谷村玲子『井伊直弼修養としての茶の湯』などの先攻研究
からも知れることだが、この近世においては嗜みて良き事であった茶の湯が、明治維新後も上
流女性にとって何らかの役割を持って必須諸芸となったと考えられる。その役割とは、社交と
しての茶の湯であった。日常的に女性たちは茶会を開き、園遊会でも茶席を設けている。その
為、上流の女性にとって茶の湯は心得ていて当然の諸芸となった。上流女性に茶の湯が必須で
あったからこそ、中流以上を対象とした高等女学校学科目に茶の湯が取り入れられた。随意科
目・選択科目であったのは、学校外等で既に茶の湯を心得ている女学生達がおり、改めて学校
で茶の湯を習う必要がなかったからだ。つまり、礼法の一助となるものとして茶の湯が高等女
学校の学科目に取り入れられたことによって女性の茶の湯人口が増えたのではなく、近世にお
いて上流女性の間で嗜まれていた茶の湯が、近代に入り社交としての役割を持ったことで、上
流女性の必須諸芸となった為、上流女性の問に茶の湯が広まったのである。
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